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1 は じ め に

分散システム の 柔軟な運 用を 実現す る 方法と して ，

モ バ イ ル エー ジェン ト [1] に 基 づ く システム の 構築が 考

え ら れ る ． モ バ イ ル エー ジェン トに 基 づ く システム で

は ， ネットワ ー ク上の 他の 計算機 上で 動作中の エー ジェ

ン トに 処理を 要求 す る 際， エー ジェン トの 位 置情報を

指定しなけ れ ば なら ない ． そ の た め ， 開発者は ， エー

ジェン トが 存在す る 計算機 の ， IP ア ドレ ス等で 示さ れ

る 論理的な位 置情報を 考慮して プ ロ グラ ム を 行う 必要

が あ る ． しか し， 計算機 間 を 移 動す る エー ジェン トの

位 置情報の 管 理は 煩雑で あ る ． 計算機 間 を 自律的に 移

動す る モ バ イ ル エー ジェン トの 特長は ， システム の 開

発と 運 用の 双方を 困難に して い る ．

本稿で は ， モ バ イ ル エー ジェン トフ レ ー ム ワ ー ク

MiLog[2] を 用い て ， エー ジェン トの 位 置情報を 含 む 動

作状況を リ ア ル タイ ム で 表示し， 位 置透過なエー ジェ

ン ト操作機 能を 持つ 情報表示機 構MiSight を 提案 す る ．

MiSight は ， エー ジェン トの 移 動や 位 置情報を 意 識さ せ

ない システム 開発／ 運 用を 可能に す る ． そ の た め に は

エー ジェン トの 位 置情報を 正確 に 管 理す る 機 構が 必要

と なる ． そ こ で 筆者ら は エー ジェン トの 位 置情報の 取

得お よ び 管 理に ア クセスエー ジェン トと 呼ば れ る エー

ジェン トを 用い る 手法を 提案 す る ． 具 体的に 本稿で は ，

ア クセスエー ジェン トを 用い た 位 置透過なエー ジェン

ト操作手法を 提案 す る ．

本論文の 構成は 以 下の 通り で あ る ． ２ 章で は ， エー

ジェン ト情報表示機 構MiSight の 概要に つ い て 述べ る ．

３ 章で ， MiLog に お け る 位 置透過なエー ジェン ト操作

手法の 実装に つ い て 述べ る ． 最後に ４章で ま と め を 述

べ る ．

2 MiSight の 概略

2.1 MiSight の 機 能

MiSight は ， エー ジェン トの 動作状況を リ ア ル タイ

ム で 表示す る ビ ュ ー ワ で あ る ． MiSight を 利用す る こ
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図 1: MiSight イ ン ター フ ェー ス

と に よ り ， 他の プ ラ ットフ ォー ム へ 移 動した エー ジェ

ン トを ， ロ ー カル な計算機 上の プ ラ ットフ ォー ム 上で

操作， エー ジェン トの 持つ 情報の 閲 覧が で き る ． ま た ，

MiSight は エー ジェン トの 位 置情報を 管 理， 表示す る ．

MiSight は エー ジェン トの 位 置情報管 理に ア クセスエー

ジェン トと い う エー ジェン トを 用い る ． ユ ー ザは ， ア

クセスエー ジェン トを 利用す る こ と に よ り ， エー ジェ

ン トに 対して 位 置透過なエー ジェン ト操作を 行う こ と

が で き る ．

2.2 イ ン ター フ ェー ス

図 1 に MiSight の 実行例を 示す ． MiSight で は ， エー

ジェン トを ア イ コン と して 表示し， ア イ コン の 下に 名

前を 表示す る ． 通常の エー ジェン トと ア クセスエー ジェ

ン トは 異 なる ア イ コン で 表示さ れ ， グラ フ ィ カル に エー

ジェン トの 種類が 判別で き る ． ア クセスエー ジェン ト

が 管 理して い る オリ ジナル エー ジェン トの 位 置情報は ，

ア クセスエー ジェン トの ア イ コン に マ ウ スカー ソル を

あ わ せ る こ と に よ り 表示さ れ る ．

ま た ， MiSight は Web ブ ラ ウ ザを イ ン ター フ ェー ス

と す る 情報提示， お よ び エー ジェン ト操作機 能を 持つ ．

Web ブ ラ ウ ザを 用い た 情報表示は ， MiLog が イ ン ス

トー ル さ れ て い ない 環 境か ら で も ， MiLog の 情報を 閲

覧す る た め の サー ビ スで あ る ． Web ブ ラ ウ ザを 用い る

こ と に よ り ， 複数計算機 で の 同時閲 覧や 遠隔 地か ら の

閲 覧／ 操作を 行う こ と が 可能で あ る ． Web ブ ラ ウ ザに

よ る 情報表示で は ， 図 1 で 示さ れ る サー ビ スに 比べ ，

表示情報が 簡 易 化さ れ る が ， 位 置透過的なエー ジェン
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図 2: ア クセスエー ジェン トの 処理の 流れ

ト操作に 関 して 同等の サー ビ スを 提供す る ．

3 リ ア ル タイ ム 位 置情報管 理

3.1 位 置透過なエー ジェン ト操作

MiSight で は ， 位 置透過なエー ジェン ト操作を 行う た

め ， ア クセスエー ジェン トを 用い て エー ジェン トの 位

置情報を 管 理す る ． ア クセスエー ジェン トは ， 他の プ

ラ ットフ ォー ム に 移 動した エー ジェン ト (以 下， 本稿で

は オリ ジナル エー ジェン トと 呼ぶ ) の 移 動元の プ ラ ット

フ ォー ム に ， オリ ジナル エー ジェン トと 同じ 名前で 作

成さ れ る エー ジェン トで あ る ． ア クセスエー ジェン ト

の 処理の 流れ を 図 2 に 示す ． ア クセスエー ジェン トに

は ， オリ ジナル エー ジェン トの 持つ 処理手続き は 与え

ない た め ， オリ ジナル エー ジェン トに 代わ っ て 実処理

は 行わ ない ． ア クセスエー ジェン トへ の 問い 合わ せ が

発生した 場合， ア クセスエー ジェン トは ， 保持して い

る オリ ジナル エー ジェン トの 位 置情報に 基 づ き ， オリ

ジナル エー ジェン トへ ， 受信した 問い 合わ せ を 送信す

る ． MiLog で は ， エー ジェン トの 問い 合わ せ に 専用の

通信用述語を 用い る ． 代表的な通信用述語に query が

あ る query は 他の エー ジェン トに 対して 処理を 問い 合

わ せ ， 処理の 終了を 待つ ． 例え ば ， 同一 プ ラ ットフ ォー

ム 上の エー ジェン ト tester に 対して 問い 合わ せ op を

行う 場合， ネットワ ー ク上で の 位 置を 特定す る た め に ，

(1) の よ う に 記 述す る ．

query(tester,op). (1)

他の プ ラ ットフ ォー ム 上の tester に 対して 問い 合わ せ

を 行う 場合， プ ラ ットフ ォー ム の IP ア ドレ スを 付加

し， (2) の よ う に 記 述す る ．

query(tester,op,<IP ア ドレ ス>). (2)

ア クセスエー ジェン トを 用い る こ と に よ り ， 本来述語

(2) の 形式で 記 述しなけ れ ば なら ない 処理を ， 述語 (1)

の 形式で 記 述で き る ． す なわ ち ， ア クセスエー ジェン

トと オリ ジナル エー ジェン トの 名前は 同一 で あ る た め ，

問い 合わ せ 対象の エー ジェン ト名を 区別す る 必要が な

い ． ア クセスエー ジェン トは ， 述語 (1) の 形式で 受信し

た 問い 合わ せ を ， 述語 (2) の 形式へ 変換 し， 送信す る ．

3.2 ネー ム サー バ と して の ア クセスエー ジェン ト

ア クセスエー ジェン トは 問い 合わ せ 形式変換 処理の

た め に ， オリ ジナル エー ジェン トの 位 置情報を 常時保

持す る ． そ の た め ， ア クセスエー ジェン トを ， 文献 [3]

の registering モ デル に お け る ネー ム サー バ と して 機 能

さ せ る ． こ こ で は ， オリ ジナル エー ジェン トが 移 動を

行っ た 場合に ， 位 置情報お よ び 移 動履歴を 逐次更新す

る ． 文献 [3] の モ デル で は ， 単一 の ネー ム サー バ が 全

て の エー ジェン トの 位 置情報を 管 理す る 一 方， 本手法

で は ， 各エー ジェン ト専用の ア クセスエー ジェン トが

位 置情報を 管 理す る ． ア クセスエー ジェン トは ， オリ

ジナル エー ジェン トの 移 動毎に 管 理して い る 位 置情報

を 更新す る ． 本手法で は ， 位 置情報の 管 理を 複数の プ

ラ ットフ ォー ム に 点在す る ， 複数の ア クセスエー ジェ

ン トが 行う ． そ の た め ， 文献 [3] の モ デル と 比較 して ，

局所集中的なネットワ ー クア クセスが 生じ に く い ． ま

た ， 文献 [3] の モ デル で は ， ネー ム サー バ の 障害が シ

ステム 全体に 影 響す る の に 対し， 本手法で は ， 特定の

ア クセスエー ジェン トに 障害が 発生して も ， システム

全体へ の 影 響が 低く 抑え ら れ る ．

4 お わ り に

本手法に よ り ， エー ジェン トが 作成さ れ た 後は ， 位

置情報は 不変で あ る と みなして 処理を 記 述で き る ． 本

手法の 最大の 利点は ， MiLog に 対して ， 最小限の 変更

を 行う だ け で エー ジェン トの 位 置透過性を 実現した こ

と で あ る ． 具 体的に は ， MiLog の プ ラ ットフ ォー ム に

対し， エー ジェン トの 移 動時に ア クセスエー ジェン ト

を 生成す る 機 構を 構築す る だ け で ， 位 置透過的に エー

ジェン トを 操作す る 機 能を 実現して い る ． ま た ， ア ク

セスエー ジェン トと オリ ジナル エー ジェン ト間 の 処理

は ， MiLog に お け る エー ジェン ト間 通信の 仕組みで 実

現で き ， 特別な機 構の 実装は 必要ない ．

参考文献

[1] A. Fuggetta, G. P. Picco, and G. Vigna, ”Under-

stainging code mobility,” IEEE, Transactions on

Software Engineering, Vol. 24, pp.342-361, 1998.

[2] N. Fukuta, T. Ito, and T. Shintani:” MiLog:

A Mobile Agent Framework for Implementing

Intelligent Information Agents with Logic Pro-

gramming, ” PRIIA2000, pp.113-123, 2000.

[3] D. S. Milojicic, W. LaForge, D. Chauhan, ”Mo-

bile Objects and Agents (MOA)”, 4th USENIX

Conference on Object-Oriented Technologies and

Systems, Avril 1998.

3－428




